
皆様こんにちは。改めまして株式会社アルトナーの関口でございます。本日はどうぞ
よろしくお願いいたします。

また、本日は台風一過、また、コロナ禍にもかかわらず、多数ご出席を賜りまして誠
にありがとうございます。厚く御礼申し上げます。

それではレジメに沿いまして、個人投資家向け説明会を開始させていただきます。

ただ、非常に資料のページボリュームがございますので、時間の関係上、特に本日皆
様にお伝えしたい点、そのページを抜粋いたしまして説明会を展開させていただきた
いと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。
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アルトナーの会社の情報でございます。

名称といたしまして、株式会社アルトナー。

株式は東京証券取引所プライム市場。

証券コードは2163です。

主たる事業の内容といたしましては、ソフトウェア、電気・電子、機械に関わるエン
ジニア派遣を主たる事業としております。

また、一部有料職業紹介事業ということで、人材紹介事業も併せて展開させていただ
いております。
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当社は現在、8期連続の増収・増益で事業が進捗しております。

8期連続 増収・増益の主な要因について、ご紹介をさせていただきます。
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まず初めに当社が属します技術者派遣の市場規模、並びに顧客企業の研究開発費の推
移を示します。

技術者派遣の市場につきましては、引き続き高成長をなしている市場でございます。

また、当社の主力の顧客企業、メーカー様につきましても、引き続き旺盛な研究開発
費の予算計上をされています。
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そういった市場背景を踏まえまして、まず長い歴史による顧客企業からの信頼感。

また、8年前からアルトナーが作り上げてきたビジネスモデル。

更には、マーケットニーズの高い技術分野への技術者の配属。

これら3つの要因が重なりまして、現在、8期連続 増収・増益の結果でございます。
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6



7

当社は1962年、昭和37年に法人の設立がなされています。

大阪発の技術者派遣事業会社でございます。

2007年 ジャスダック証券取引所に株式を新規上場。

更に2017年 東証二部。

2018年 東証一部に指定。

そして本年、東京証券取引所プライム市場へ移行しております。

本年の9月をもちまして、会社設立60周年。

並びに、2007年の上場から上場15周年の本年は佳節の年にあたります。



増収・増益を支えた、当社独自のビジネスモデルとしましては、特に同業他社と比較
し、上流工程への技術者の配属比率が極めて高いという特徴があります。

研究開発領域から設計開発領域につきましては、高度な技術力を要求されますけれど
も、翻ってお客様から頂く技術者の契約単価が極めて高いという特徴があります。

その配属率を高めることにより、当社の収益率、付加価値が極めて同業他社比較で高
い特徴があります。

更に、カーボンニュートラル、いわゆるCO2削減を中心とする、今、非常に注目され
ているプロジェクトへの技術者の参画率を高めることにより、より付加価値の高い事
業展開をなしています。
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8期連続の増収・増益から更に、本年2023年1月期から、9期連続の増収・増益の状況
であります。

その足元の業績について、ここでご紹介をさせていただきます。
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第61期（’23年1月期）の第2四半期、中間の決算概要について、ここでご報告をさせ
ていただきます。
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第61期 第2四半期の累計期間の業績につきましては、売上高で対前年同期比13.6％の
増収。

営業利益で21.9％の増益。

経常利益で19.2％の増益。

四半期純利益で14.2％の増益で着地しております。
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第61期 第2四半期の業績予想の通期の進捗についてご報告いたします。

通期の業績予想に対しまして、第2四半期実績の進捗率は、売上高で51.4％、営業利
益で60.2％、経常利益で60.1％、当期純利益で60.2％となりました。

現時点におきまして、下期においては、経済活動が減速することは現時点では想定し
ておりません。

従いまして、通期業績につきましては、9期連続の増益・増益着地を見込んでおりま
す。
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次にご紹介いたしますのは、プライム市場の上場維持基準達成への計画でございます
。
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プライム市場の上場維持基準への適合状況についてご報告いたします。

移行基準日時点、これは2021年6月30日において、プライム市場の上場維持基準を充
たしていないことから、「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」を作成
し、東京証券取引所に提出させていただいております。

未充足の要件につきましては、流通株式時価総額100億円に対して、現時点では充足
しておりません。

その未充足達成の計画が、後程、ご紹介いたします中期経営計画でございます。
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移行基準日時点の当社の流通株式比率は、46.80％でございました。

また、PERは12.7倍。

1株当たりの当期純利益は68.59円。

株価は869円でございました。

それらを掛け合わせた結果、流通株式時価総額は2022年1月末時点で43億円。

必須条件であります100億円に対して、57億円の未達という状況であります。

これらを踏まえまして、当社は中期経営計画3か年において、この未充足の流通株式
時価総額を達成する計画を東京証券取引所に提出をさせていただいております。

それでは、具体的にどのような手段、手法で未充足である流通株式時価総額を達成し
ていくのかというプロセスについてご紹介をします。
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流通株式時価総額100億円達成に向けた取り組みです。

まず、1つ目に、流通株式比率の引き上げを実行いたします。

2つ目に、１株当たり当期純利益の拡大を図ってまいります。

3つ目に、株主還元の拡大を実行してまいります。

最後にIR活動の強化としまして、次のページに記載の通りであります。
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個人・機関投資家への情報発信の強化。

また、外国人投資家を意識した英文開示の推進。

更には、コーポレートガバナンス・コードへの対応を実行してまいります。
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それらを踏まえました純利益拡大のための施策として、中期経営計画についてのご説
明を申し上げます。

基本方針、基本施策は記載の通りでございます。
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本中期経営計画におきましては、先程も紹介いたしましたCO2削減に関わるプロジェ
クトにフォーカスし、積極的な営業展開、配属展開を図っていく考えです。
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具体的な「カーボンニュートラル」への対応のための採用・教育・営業について、そ
れぞれ数字目標を設定させていただいております。
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それらを実行、集積した結果といたしまして、中期経営計画 業績目標と重要指標の相
関図です。

まず、中計最終年度期末、技術者数を1,073人から1,600人に増員いたします。

それらの結果、もたらされる売上高は、現在の81億から116億へ増収させていきます
。

更には「カーボンニュートラル」CO2削減プロジェクトへの積極的な営業展開により
、技術者単価を上昇させ、結果、営業利益率を12.5％から14.0％に増益させてまいり
ます。

これらの結果、1株当たりの純利益、いわゆるEPSの増額を図ってまいります。
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更には株主への積極な利益還元といたしまして、安定的かつ継続的な配当の実施を実
行してまいります。
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足元では2023年1月期の中間配当を1.00円増配し、発表の19.00円から20.00の配当
を実施いたします。

現時点の期末配当は19.00円でございますので、本年度の年間配当予想は、1株当たり
39.00円の予定です。
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一番右の棒グラフが2023年1月期の配当予想です。中間19.00円、期末20.00円の予
測。年間配当39.00円の予定です。

それから棒グラフ、左にずっといっていただいて、2018年の1月期、並びに2019年
の1月期。

この2か年に関しましては普通配当に加えて、記念配当を実施しています。

これは会社設立55周年の記念配当、並びに上場10周年の記念配当を2018年の1月期
、並びに、2019年の1月期で実施しております。

冒頭ご紹介しました通り、アルトナーは今年、会社設立60周年、並びに上場15周年
の佳節です。

前例にならいますと、期末配当につきましては、利益状況を勘案し、記念配当の実施
を検討していきたいと考えております。
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現在、当社の配当性向は方針を変更し、昨年まで30％の配当性向を50％の配当性向
に引き上げております。

従いまして本年度の配当性向も、50％を基準に株主の皆様に還元していきたいと考え
ております。



最後に、参考資料の中で特に皆様方にご紹介したいページをご説明させていただきま
す。

27



28

当社の社是と経営理念です。

ビデオでもご紹介しました通り、当社は経営理念に「エンジニアサポートカンパニー
」―私達は技術者の夢をサポートします― を掲げ、事業構築をしております。

引き続き、「エンジニアサポートカンパニー」として、エンジニアファーストの事業
を展開していく考えです。



29

最近流行りですけど、パーパスです。

アルトナーの社会的存在意義でございます。

アルトナーは日本が世界に誇る財産であるエンジニアの成長、自己実現をサポートし
ていく。このことがアルトナーの社会的存在意義として捉え、先程の経営理念同様、
事業展開の根幹とさせていただいております。



30

当社のビジネスモデル。



当社の雇用形態。
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当社のエンジニアの技術領域。
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当社の主要取引先 売上高上位10社。
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こちらは期末株主数になります。

当社はご存知の通り、今年の４月に大幅な株式の売出しを実行いたしました。

その関係で、昨年期末4,381人であった株主数が、中間期末の株主名簿によりますと
9,723人。約倍増しています。

今後も株主の皆様に期待いただける、満足いただける株主還元を積極的に実行してま
いります。
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最後に株式の売出し以降の当社の株価の推移を参考までに紹介させていただきます。

本年2022年4月18日を受渡期日とする株式の売出しを実行いたしました。

売出し金額は824円でした。

本日2022年9月20日の前場におきましては、株価は976円でありました。

従いまして売出し以降、株価は152円アップしています。

率にしますと、約18.5％の上昇です。

また、この間、2022年9月13日に年初来高値1,017円を付けています。

従いまして、引き続き投資家の皆様の期待を十分認識しつつ、株主還元、事業戦略の
実行を図ってまいりたいと考えております。
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